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マロにおける小麦の収穫作業（撮影：冨永 達） 

 

エチオピア・マロの人々とドクムギ 
 

冨永 達（京都大学農学研究科） 
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エチオピア・マロの人々とドクムギ   

冨永 達（京都大学農学研究科） 

 

 マロの人々は、エチオピアの首都ア

ジスアベバの南西約 400 km の山岳地

帯で焼畑農耕を営んでいる（第1図）。

藤本武さん（人間環境大学）と私が滞

在したマロの村ガイツァでは多様な

食用作物が栽培され、穀類はオオムギ

やマカロニコムギ、モロコシなど7種、

イモ類はタロイモやエンセーテ、オロ

モポテトなど 9種、マメ類はインゲン

マメやソラマメ、エンドウなど 11 種

にのぼる。また、栽培されている品種

が多様であることも特徴的で、例えば、

世界的にその栽培が極めて限られて

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる難脱穀性のエンマーコムギは 2品種が、容易に脱穀できる脱穀性コムギ（マ

カロニコムギ、リベットコムギ及びパンコムギ、マロの人々はこれらを区別せ

ず、ギステと総称している）は 15 品種が、オオムギは皮性及び裸性の 22 品種

が栽培されている（藤本、1997）。 

  ドクムギは、牧草のペレニアルライグ

ラスやイタリアンライグラスと同じ

属の一年生草本で、ムギの随伴雑草で

ある。ドクムギの名前は、その種子（頴

果）が混入したコムギで作ったパンや

それが大量に混入した飼料で人間や

家畜が中毒したり、死亡することがあ

ることに由来する。ガイツァのムギ畑

では日本や欧米では現在ほぼ見られ

なくなったドクムギが普通に混生し

ていた（第 2図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 1 図 ガイツァ遠景 黄色い部分が収穫期のムギ畑 

 

第 2 図 中央がドクムギ 

 

 

 



随伴雑草の遺伝的多様性を評価することは、人間と雑草のかかわりを考察す

る手がかりとなる。世界の様々な地域のドクムギの多様性を調査してみると、

ガイツァのドクムギの多様性は他の地域と比較すると高かった。この多様性は

どのように維持されているのだろうか。 

 ドクムギには、頴果に 1.5 cm 程度の芒がある有芒型と芒がない無芒型が存在

する（第 3図）。 

 

第 3 図 右がドクムギの無芒種子（頴果）、左が有芒種子（頴果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週に一度開かれるガイツァのマーケットで購入したコムギの種子には、ドクム

ギの種子がまったく混入していないサンプルもあれば、混入率が 9.1%にも達す

る特異な 1 サンプルもあった。この特異な 1 サンプルを除くとドクムギの混入

率の平均はエンマーコムギで 4.6%、易脱穀性コムギで 0.6%であった。また、こ

れらのサンプルにはドクムギの有芒種子と無芒種子がサンプルごとに様々な比

率で混入していた。サンプルごとにドクムギの有芒種子が占める割合を算出す

ると、エンマーコムギのサンプルでは 75.2%であったのに対し、易脱穀性コムギ

のサンプルでは 3.6%であった。ドクムギの有芒種子は難脱穀性で頴が外れにく

いエンマーコムギの種子（頴果）によく似ているし、ドクムギの無芒種子は頴

が極めて容易に外れる易脱穀性コムギの種子に類似している。このため、エン

マーコムギの種子に混入したドクムギの有芒種子、そして、易脱穀性コムギの

種子に混入した無芒種子は視認による選別からそれぞれ逃れやすい。種子（穎

果）の形態がより似ている組み合わせでドクムギの有芒種子及び無芒種子がエ

ンマーコムギ及び易脱穀性コムギの種子にそれぞれ高い割合で混入しているの

である。 

 



ガイツァでは、エンマーコムギが易脱穀性コムギ畑の周縁部でときに栽培さ

れる。コムギの種子は散播され、一枚の畑の中では両者の境界線が不明瞭で、

境界線付近ではエンマーコムギと易脱穀性コムギが混在し、ドクムギもまた、

エンマーコムギに随伴している有芒型ドクムギと易脱穀性コムギに随伴してい

る無芒型ドクムギが混在する。収穫時に境界線付近の個体がエンマーコムギあ

るいは易脱穀性コムギとともに収穫される。そのため、エンマーコムギに無芒

種子が、易脱穀性コムギに有芒種子が、低い割合で混入していると考えられる。 

さらに、ガイツァでは二者が共同して、お互いの畑で農作業を等しく行ない、

その畑の収穫物を厳密に折半するコッツェとよばれる制度によってコムギが栽

培されている（藤本、2005）。折半されたエンマーコムギあるいは易脱穀性コム

ギの種子の一部が翌シーズンに種籾として使用されることもあり、この種籾に

ドクムギの種子が混入している。結果として、ドクムギの種子がコムギの種子

とともにコッツェの相手方が所有する畑に播かれる。このようなコムギの種子

の分配と播種が毎年繰り返される。コッツェの相手は、固定されず、数年ごと

に替わるため、コムギの種子が所有者の異なる畑に次々と播かれ、それととも

にドクムギの種子もあちこちの畑に散布されるのである。 

種子選別によってコムギの種子（頴果）に対するドクムギの種子（頴果）の

擬態が進化し、人間がドクムギの散布エージェントとして機能している。ガイ

ツァにおけるドクムギの多様性は、エンマーコムギが易脱穀性コムギ畑の周縁

部で栽培されることとこのコッツェによって維持されている。農耕によって多

様性が減少することもあれば、維持されていることもあるのである。 

 


